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内
訳

　雨水を速やかに河川等の公共用水域に排除し、市街地の浸水被害を防止する。

財政的制約の中で状況や緊急性等を勘案しながら、局地的な浸水被害をできる限り、軽減する対策を講じていく。
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雨水を速やかに河川等の公共用水域に排除し、市街地の浸水被害を防止する。

事
業
費
・
財
源

細事業：公共下水道整備事業（雨水） 01事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

1

直営 昭和49年度 下水道法

市街化区域1,533ha

財政的制約の中で状況や緊急性等を勘案しながら、局地的な浸水被害を出来る限り、軽減する対策を講じていく。
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事業：公共下水道整備事業（雨水）                                

１．公共下水道の雨水管渠整備 

下水道管の延伸整備を行うことで雨水整備率の向上を図った。 

 

 

 

細事業：公共下水道整備事業（雨水）                             

１．公共下水道雨水管渠面整備の概要 

面積１．３４ｈａ、管渠延長約３１６ｍの整備を行った。 

 

（１）委託料 

委 託 名 金額（円） 期 間 委 託 概 要 

平成 25年度下水道工事に伴う 

家屋調査業務 
862,365 

H25.5.9～ 

H26.3.25 
家屋調査 ２８件 

計 862,365   

 

（２）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

公共下水道松ヶ丘中町 

雨水函渠布設工事 
33,658,800 

H25.7.8～ 

H26.3.25 
施工延長 L=315.7m 

計 33,658,800   

 

（３）補償費及び賠償金 

補 償 名 金額（円） 期 間 補 償 概 要 

公共下水道松ヶ丘中町雨水函渠

布設工事に伴う水道管移設工事 
2,932,400 

H25.6.29～ 

H26.3.25 
水道管移設 L=55.5ｍ 

公共下水道松ヶ丘中町雨水函渠

布設工事に伴うガス管移設工事 
3,737,000 

H25.9.25～ 

H26.3.25 
ガス管移設 L=62.0ｍ 

計 6,669,400   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


